
（
創
立
七
〇
周
年
記
念
誌
） 

（１） ２０２２年（令和４年）１０月１日 第３１号  

 
 

  

東
教
育
財
団
で
は
、
学
校
教
育
並
び

に
社
会
教
育
の
育
成
と
地
域
文
化
の
振

興
に
寄
与
す
る
た
め
、
学
校
教
育
活
動

並
び
に
社
会
教
育
団
体
等
が
行
う
社
会

教
育
活
動
、
生
涯
学
習
活
動
及
び
地
域

文
化
・
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
助
成
を
行

っ
て
い
ま
す
。 

 

令
和
三
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
予
防
措
置
等
に
よ
り
、

助
成
対
象
事
業
を
中
止
又
は
変
更
す
る

団
体
等
が
あ
り
、
そ
の
結
果
、
三
年
度

の
助
成
件
数
は
、
助
成
決
定
件
数
よ
り

九
件
減
の 

学
校
教
育
事
業
助
成 
 
  

二
〇
件 

 

社
会
教
育
事
業
助
成 

 
 

一
〇
件 

生
涯
学
習
事
業
助
成 

 
   

一 

五
件 

 

地
域
文
化
事
業
助
成 

 
  

二
二
件 

地
域
ま
ち
づ
く
り
事
業
助
成 

一
一
件 

合
計
六
八
件
と
な
り
ま
し
た
。 

 
  

そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

   

    

学
校
教
育
事
業
助
成 

「
地
域
に
根
付
く
伝
統
芸
能
に 

 
 
 
 

 

つ
い
て
の
体
験
学
習
」 

 

 
 

  
  
 

    

南
大
江
小
学
校
で
は
、
二
年
度
か
ら

「
南
大
江
の
地
域
を
愛
し
、
誇
り
に
思
う 

 
 

心
を
育
て
る
～
地
域
に
つ
い
て
調
べ
、
深

め
、
発
表
す
る
活
動
を
通
し
て
～
」
を
研 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

    

究
主
題
に
設
定
し
て
、
取
り
組
ん
で
お

り
、
三
年
度
は
、
五
・
六
年
生
を
対
象
に

校
区
内
に
あ
る
大
槻
能
楽
堂
で
能
楽
鑑

賞
等
を
実
施
す
る
な
ど
、
地
域
の
歴
史
や

文
化
に
つ
い
て
知
識
・
理
解
を
深
め
る
取

組
み
を
行
い
ま
し
た
。 

  

（
助
成
額
三
〇
万
円
）  

 
 

「
七
〇
周
年
記
念
事
業
」 

 

上
町
中
学
校
で
は
、
創
立
七
〇
周
年
を

記
念
し
て
、
中
学
校
の
歴
史
に
加
え
て
ク

ラ
ス
紹
介
な
ど
も
掲
載
し
た
、
生
徒
た
ち

の
思
い
出
に
も
な
る
記
念
誌
を
作
成
し
、 

関
係
者
に
配
付
し
ま
し
た
。 

 
  

（
助
成
額
二
五
万
円
） 

  

 

    

社
会
教
育
事
業
助
成 

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
関
連 

社
会
教
育
育
成
事
業
」 

              

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
会
中
央
区
支
部
協

議
会
で
は
、
音
楽
ラ
イ
ブ
事
業
と
し
て
、

キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
の
会
や
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ

ダ
ン
ス
発
表
会
な
ど
を
開
催
し
、
子
ど

も
た
ち
の
向
上
心
を
養
う
と
と
も
に
、

発
表
の
場
を
提
供
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
区
内
の
史
跡
を
由
来
や
歴
史

な
ど
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
巡
る
「
中

央
区
歴
史
め
ぐ
り
」
や
区
の
花
で
あ
る

パ
ン
ジ
ー
と
梅
を
広
く
区
民
に
周
知
す

る
「
区
の
花
啓
発
事
業
」
を
実
施
し
、 
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 令
和
三
年
度
に
助
成
し
た
事
業
を
紹
介
し
ま
す 

東
教
育
財
団
だ
よ
り 

（
ク
リ
ス
マ
ス
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
風
景
） 

学
校
教
育
事
業
助
成 

社
会
教
育
事
業
助
成 



 
 （２） 

区
へ
の
愛
着
や
わ
が
ま
ち
意
識
の
高
揚

に
努
め
ま
し
た
。 

 
さ
ら
に
、「
防
災
教
室
」
を
実
施
し
、

災
害
時
の
対
応
を
学
ぶ
機
会
を
提
供
し

ま
し
た
。 

 
 

 

（
助
成
額
二
五
万
円
） 

 

生
涯
学
習
事
業
助
成 

「
開
平
小
学
校
生
涯
学
習
ル
ー
ム
」 

              
 

開
平
小
学
校
生
涯
学
習
ル
ー
ム
で
は
、

地
域
住
民
や
児
童
な
ど
を
対
象
に
女
声

コ
ー
ラ
ス
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
講
座

な
ど
を
開
催
し
、
学
び
の
場
を
提
供
し 

  

ま
し
た
。
ま
た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
の
コ
ラ
ボ

企
画
と
し
て
、
船
を
貸
し
切
り
、
開
平

校
区
を
水
上
か
ら
見
学
す
る
「
船
場
地

域
探
検
！
ク
ル
ー
ズ
船
」
を
実
施
し
、 

校
区
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
に
寄
与

し
ま
し
た
。 

 

（
助
成
額
一
〇
万
円
）  
 
 
 
 
 

 

 
  

地
域
文
化
事
業
助
成 

「
中
央
区
成
人
の
日 

記
念
の
つ
ど
い
」 

 
中
央
区
成
人
の
日
記
念
の
つ
ど
い
実

行
委
員
会
で
は
、
成
人
を
迎
え
る
青
少

年
の
門
出
を
お
祝
い
し
て
、
式
典
「
成  

 

  

人
の
日
記
念
の
つ
ど
い
」
を
開
催
し
、
成

人
と
な
っ
た
自
覚
と
次
代
を
担
う
若
者

と
し
て
の
社
会
的
関
心
を
喚
起
し
ま
し

た
。 
 
 
 
 

（
助
成
額
一
五
万
円
） 

 
 

「
中
央
区
民
文
化
の
つ
ど
い
事
業
」 

              

中
央
区
民
文
化
の
つ
ど
い
実
行
委
員

会
で
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
が
日

頃
の
活
動
の
成
果
を
気
軽
に
発
表
し
、
交

流
す
る
場
と
し
て
、「
中
央
区
民
文
化
の

つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

「
つ
ど
い
」
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め

「
演
芸
発
表
」・「
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
者
の
つ

ど
い
」
は
中
止
し
ま
し
た
が
、「
作
品
展
」

に
は
、
三
七
三
名
か
ら
出
展
さ
れ
た
四
七 

           

 .  

 

  

八
点
の
作
品
を
展
示
し
、
区
民
文
化
の
振

興
に
寄
与
し
ま
し
た
。 

（
助
成
額
一
五
万
円
） 

地
域
ま
ち
づ
く
り
事
業
助
成 

「
ふ
れ
あ
い
学
習
事
業
」 

 

愛
日
地
域
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
交

流
事
業
の
一
環
と
し
て
、
あ
た
た
か
く
、

つ
な
が
り
を
大
切
に
し
た
地
域
住
民
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
を
作
る
こ 

            

と
を
年
間
テ
ー
マ
と
し
て
、「
ふ
れ
あ
い

学
習
事
業
」
を
実
施
し
て
お
り
、
三
年
度

は
、「
手
軽
に
で
き
る
寄
せ
植
え
」
に
つ

い
て
学
習
し
ま
し
た
。 

（
助
成
額
一
〇
万
円
） 

         
 

  

 

            

地
域
ま
ち
づ
く
り
事
業
助
成 

（
女
声
コ
ー
ラ
ス
練
習
風
景
） 

地
域
文
化
事
業
助
成 

生
涯
学
習
事
業
助
成 



 

   
 

（３）  
      

文
化
財
は
、
日
本
の
長
い
歴
史
の
中
で

生
ま
れ
、
育
ま
れ
、
守
り
伝
え
ら
れ
て
き

た
国
民
的
財
産
で
あ
る
。だ
か
ら
、国
は
、

文
化
財
保
護
法
に
基
づ
き
重
要
な
も
の

を
国
宝
、
重
要
文
化
財
、
史
跡
・
名
勝
、

天
然
記
念
物
等
と
し
て
指
定
、
選
定
、
登

録
し
、
現
状
変
更
や
輸
出
な
ど
に
つ
い
て

一
定
の
制
限
を
課
す
一
方
、
保
存
修
理
や

防
災
施
設
の
設
置
、
史
跡
等
の
公
有
化
等

に
対
し
補
助
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
文
化

財
の
保
存
を
行
っ
て
い
る
。 

  

大
阪
市
内
を
歩
い
て
い
る
と
歴
史
的

な
建
物
に
よ
く
出
会
う
。
そ
こ
で
、
国
宝

及
び
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
、

大
阪
市
内
に
所
在
す
る
建
造
物
を
調
べ

て
み
た
。 

 
    

（
文
化
庁
Ｈ
Ｐ
よ
り) 

  

国
宝
建
造
物 

 
 
   

一
件 

四
棟 

 

住
吉
大
社
本
殿 

 
  

住
吉
区
住
吉
二 

第
四
殿
・
第
一
殿
・
第
二
殿
・
第
三
殿 

 
 
 
 
 
 
 
         

（
計
四
棟
） 

                     

  

 

重
要
文
化
財
の
建
造
物   

一
九
件  

六
〇
棟 

住
吉
大
社 

  
    

住
吉
区
住
吉
二 

南
門
・
東
楽
所
・
西
楽
所
・
石
舞
台
・ 

幣
殿
及
び
渡
殿(

第
一
殿)

・
幣
殿
及 

び
渡
殿(

第
二
殿)

・
幣
殿
及
び
渡
殿 

(

第
三
殿)

・
幣
殿
及
び
渡
殿(

第
四 

殿)

・
南
高
蔵
・
北
高
蔵
・
摂
社
大
海 

神
社
幣
殿
及
び
渡
殿
・
摂
社
大
海
神 

社
西
門
・
末
社
招
魂
社
本
殿(

旧
護
摩 

堂)               

（
計
一
三
棟
）                            

住
吉
大
社
摂
社
大
海
神
社
本
殿 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

住
吉
区
住
吉
二 

愛
珠
幼
稚
園
園
舎 

 
 
 
 
 
 
 

中
央
区
今
橋
三―

一―

一
一

旧
緒
方
洪
庵
住
宅 

 
 
 
 
 
 
 
 

中
央
区
北
浜
三―

三―

八 

綿
業
会
館 

中
央
区
備
後
町
二―

五―

八 

大
阪
城 

  
 
 
  

中
央
区
大
阪
城 

大
手
門
・
塀(

大
手
門
南
方
塀)

・
塀 

(

大
手
門
北
方
塀)

・
塀(

多
聞
櫓
北
方 

塀)

・
多
聞
櫓
・
千
貫
櫓
・
乾
櫓
・
一 

番
櫓
・
六
番
櫓
・
焔
硝
蔵
・
金
蔵
・ 

金
明
水
井
戸
屋
形
・
桜
門 

 

（
計
一
三
棟
） 

旧
小
西
家
住
宅 

中
央
区
道
修
町
一―

六―

九 

  

主
屋
・
衣
装
蔵
・
二
階
蔵(

計
三
棟) 

杭
全
神
社
本
殿
（
第
一
殿
） 

平
野
区
平
野
宮
町
二 

                                     

  

杭
全
神
社
本
殿
（
第
三
殿
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

平
野
区
平
野
宮
町
二 

杭
全
神
社
本
殿
（
第
二
殿
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

平
野
区
平
野
宮
町
二 

奥
田
家
住
宅 

平
野
区
加
美
鞍
作
町
一―

八―

五 

主
屋
・
表
門
・
乾
蔵
・
旧
綿
蔵
・
納

屋
・
米
蔵
・
米
蔵 

     

（
計
七
棟
） 

勝
鬘
院
塔
婆 

 

天
王
寺
区
夕
陽
丘
町 

四
天
王
寺 

 
  

天
王
寺
区
四
天
王
寺
一

本
坊
西
通
用
門
・
本
坊
方
丈
・
五
智 

光
院
・
六
時
堂
・
元
三
大
師
堂
・
石 

舞
台 

 
 
 
 
   

 

（
計
六
棟
） 

四
天
王
寺
鳥
居 

 
 
 
 
 
 
      

天
王
寺
区
四
天
王
寺
一 

大
阪
府
立
図
書
館 

 

北
区
中
之
島
一―

二―

一
〇 

 
 
  

本
館
・
左
翼
・
右
翼 

 
 

（
計
三
棟
） 

大
阪
市
中
央
公
会
堂 

          

北
区
中
之
島
一―

一―

二
七 

泉
布
観   

北
区
天
満
橋
一―

一―

一 

大
江
橋
及
び
淀
屋
橋 

 (

北
区
堂
島
浜
一)

大
江
橋(

北
区
中 

之
島
二)

・(

北
区
中
之
島
二)

淀
屋 

 

橋(

中
央
区
北
浜
四) 

 

（
計
二
基
） 

淀
川
旧
分
流
施
設 

 
 

北
区
長
柄
東
三 

     

毛
馬
洗
堰
・
毛
馬
第
一
閘
門  

 

（
計
二
所
） 

  

神
社
・
寺
院
関
係
並
び
に
大
阪
城
以
外

の
重
文
建
造
物
を
改
め
て
訪
れ
た
。 

〇) 

 

        

  

  

愛
珠
幼
稚
園
園
舎 

愛
珠
幼
稚
園
は
明
治
一
三
（
一
八
八

〇
）
年
創
立
で
、
そ
の
園
舎
は
、
明
治

三
四
年
三
月
竣
工
で
、
現
存
最
古
の
幼

稚
園
建
築
で
あ
る
。 

      

       

旧
緒
方
洪
庵
住
宅 

  

江
戸
末
期
の
大
坂
の
代
表
的
町
屋
建

築
。
天
保
九
（
一
八
三
八
）
年
に
緒
方

洪
庵
が
こ
こ
で
医
者
を
開
業
し
、
ま
た

塾
を
開
い
て
人
材
を
養
成
。 

             

ー 

市
内
に
残
る
重
文
建
造
物 

ー 

大
阪
の
街
を
行
く 



                             

  

綿
業
会
館 

      

昭
和
五(

一
九
三
〇)

年
三
月
着
工
、
昭

和
六
年
一
二
月
竣
工
の
紡
績
繊
維
関
係
者

の
倶
楽
部
建
築
。
我
が
国
の
折
衷
様
式
建

築
を
代
表
す
る
建
築
の
一
つ
。 

旧
小
西
家
住
宅 

           

（伏
見
通
沿
い
の
建
物‐

奥
か
ら
「
衣
装
蔵
」
・ 

 
 
 

「
二
階
蔵
」
・
「
三
階
蔵
」
。
そ
れ
以
外
は
全
て 

 
 
 

主
屋
。
門
口
は
道
修
町
通
に
面
し
て
い
る
。) 

一
九
〇
〇
年
代
に
建
て
ら
れ
た
和
風
の

商
家
。
旧
小
西
儀
助
商
店(

現
・
コ
ニ
シ)

社
屋
で
あ
る
。 

        

 
  

 

奥
田
家
住
宅 

        

   

 
 

奥
田
家
は
江
戸
時
代
を
通
じ
て
河

内
国
鞍
作
村
の
庄
屋
を
務
め
、
周
囲
一

〇
ケ
村
の
庄
屋
総
代
も
務
め
た
豪
農
。 

大
阪
府
立
図
書
館 

                  

 

大
阪
市
中
央
公
会
堂 

         

 

   

泉
布
観 

明
治
四(

一
八
七
一)

年
に
造
幣
寮(

現

造
幣
局)

の
応
接
所
と
し
て
建
設
さ
れ
た
。

府
下
に
現
存
す
る
最
古
の
洋
風
建
築
。 

                
 

大
江
橋
及
び
淀
屋
橋 

  

昭
和
一
〇(

一
九
三
五)

年
竣
工
。
両
橋

は
同
じ
デ
ザ
イ
ン
で
、双
方
幅
は
三
七
ｍ
、

長
さ
は
大
江
橋
が
八
一
ｍ
、
淀
屋
橋
が
五

四
ｍ
。 

       淀
川
旧
分
流
施
設 

  

淀
川
旧
分
流
施
設
は
、
明
治
四
三(

一

九
一
〇)

年
に
淀
川
改
良
工
事
と
し
て
建

設
さ
れ
た
。
毛
馬
洗
堰
は
、
延
長
一
八
・

四
ｍ
の
煉
瓦
造
及
び
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
構

造
物
で
、
翼
壁
を
附
属
す
る
。
毛
馬
第
一

閘
門
は
、
長
さ
一
〇
五
・
七
ｍ
規
模
の
煉

瓦
造
及
び
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
構
造
物
で
、

閘
室
・
閘
頭
部
、
閘
尾
部
よ
り
な
る
。 

      

 

（
槇 

野  

勝
・
記
） 

     

              

  

                             

（４） 


